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用地・施設活用担当 

防 災 課 

人 事 課 

 

白金一丁目西部中地区市街地再開発事業における権利変換計画への 

同意について 

 

白金一丁目西部中地区市街地再開発事業（以下「本事業」といいます。）にお

いて、旧港区立白金公益質屋（以下「旧白金公益質屋」といいます。）の地権者

である区は、権利変換計画に同意します。 

 

１ 経緯及び現況 

白金一丁目西部中地区（以下「本地区」といいます。）は、東側が特別区道

第８４０号線（大久保通り）、西側南側が特別区道第３３０号線（白金商店街）

に面した地下鉄白金高輪駅の近傍に位置し、旧白金公益質屋を含む約１．６ヘ

クタールの区域です。本地区は、本事業により、定住性の高い良質な住宅の導

入や地域のにぎわいの軸である白金商店街と連携する商業機能を導入し、更

に地域産業の基礎を支える工場機能を適切に配置することで、住宅・商業・工

場などの機能が融合した魅力ある複合市街地の形成を目指しています。 

区は、平成２８年７月に本事業によるまちづくりに地権者として参加する

ことを決定し、権利変換により取得する予定の権利床の活用を全庁的な観点

から検討してきました。 

  そして、令和３年１２月に権利床を災害対策職員住宅の再整備に活用する

こと及びその戸数を単身用（３０㎡程度）６戸、世帯用（６０㎡程度）２戸と

することを決定し、令和４年２月９日開催の総務常任委員会において報告し

ました。 

  令和５年６月に白金一丁目西部中地区市街地再開発組合（以下「再開発組合」

といいます。）から区に対し権利変換計画が示され、権利床の面積及び配置が

提示されました。 

 

平成２５年 ４月 白金一丁目西部中地区市街地再開発準備組合設立 

平成２８年 ７月 区が本事業によるまちづくりに参加することを決定 

平成３０年 ７月 都市計画決定告示 

令和 ３年１２月 権利床を災害対策職員住宅の再整備に活用することを決     

         定 

令和 ４年 ２月 総務常任委員会報告「旧港区立白金公益質屋用地の活用 

について」 

       ６月 再開発組合設立 

 

令和５年７月３１日 資料№２ 
総 務 常 任 委 員 会 
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２ 本事業の概要 

 Ａ地区（住宅棟） Ｂ地区（工場棟） 

施行区域面積 約１.６ヘクタール 

建築敷地面積 約１１，２００㎡ 約１，０００㎡ 

建 築 面 積 約５，１００㎡ 約６００㎡ 

延 べ 面 積 約９８，０００㎡ 約２，０００㎡ 

主 要 用 途 住宅、店舗、生活利便施設、駐車場 工場、住宅、駐車場 

建築物の高さ

（階  数） 

約１４０ｍ 

（高層棟：地上３９階地下１階） 

（中層棟：地上１４階地下１階） 

約２０ｍ 

（地上４階） 

 

３ 権利変換計画について 

（１）権利変換の対象となる財産 

名称 旧白金公益質屋 

所在 地番：白金一丁目３２５番１９（住居表示：白金一丁目１６番４号） 

土地 １５９.２５㎡（実測） 

建物 ２６６.５３㎡（鉄筋コンクリート造・地上３階建） 

   竣工 平成３年３月２５日 

（２）区に提示された権利変換計画の内容 

再開発組合から提示された権利変換計画における従前資産及び従後資産

である権利床については以下のとおりです。 

【再開発組合から提示された従前資産及び従後資産の内容】 

 従前資産 従後資産 

種類 土 地 建 物 権利床（※） 

面積 １５９．２５㎡ ２６６．５３㎡ 

Ａ地区（住宅棟）中層棟 

１０階、１１階に各階４戸ずつ、 

計８戸の住戸３１３．８６㎡ 

金額 
２億９，９３９万円 ６，３６３万２千円 

従前資産と従後資産を等価交換 
合 計：３億６，３０２万２千円 

※権利床の床面積は再開発の権利に見合う面積が割り当てられ、差額は金銭

により清算されます。 

（３）権利変換計画の評価 

   区は、専門機関による不動産鑑定評価の手法を用いた報告をもとに再開

発組合から提示された内容を検証し、従前資産の金額及び従後資産の財産

的価値が妥当であることを確認しました。 

また、権利床として取得する予定の住戸は、単身用（３０㎡程度）６戸、

世帯用（６０㎡程度）２戸の災害対策職員住宅の必要戸数及び面積を満たす

上に、まとまった配置での確保が可能です。 

 



 

３ 

 

※再開発組合提供の建物イメージ図 

１Ｒ 

30.88 

㎡ 

 従前資産 従後資産 

面積 

土地１５９.２５㎡ 

建物２６６.５３㎡ 

Ａ地区（住宅棟）中層棟 

１０階、１１階 

権利床３１３．８６㎡ 

外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中層棟１０階及び１１階の住戸の配置】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中層棟 

１Ｒ 

32.81 

㎡ 

１Ｒ 

30.88 

㎡ 

１Ｒ ３ＬＤＫ 

２ＬＤＫ 

62.36 

㎡ 

１ＬＤＫ 

２ＬＤＫ 

高層棟 
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４ 権利変換計画に対する同意 

  本件権利変換計画は妥当と判断し、区は権利変換によりＡ地区（住宅棟）の

中層棟１０階及び１１階の権利床３１３．８６㎡を取得することとし、今後、

再開発組合に対して同意書を提出します。 

 

５ スケジュール（予定） 

  令和 ５年 ８月 上旬  再開発組合への同意の意思表示 

        ８月２３日  ●権利変換計画縦覧（２週間） 

       １０月 上旬  ●権利変換計画認可申請手続 

       １２月 下旬  ●権利変換計画認可 

  令和 ７年度       ●工事着工 

  令和１０年度       ●建物しゅん工 

               災害対策職員住宅供用開始 

 

 

※●は再開発組合による手続 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     
 
                                      
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 計画地の位置・地区の概要 

白金一丁目西部中地区は、東側が特別区道第８ ４ ０ 号線（ 大久保通り ）、

西側南側が特別区道第３ ３ ０ 号線（ 白金商店街） に面し た、 地下鉄白金高

輪駅の近傍に位置する 約１ ．６ ha の区域であり 、住宅を 中心に工場、事務

所、 店舗など の多様な土地利用がさ れていま す。 周辺では、 白金一丁目東

地区や白金一丁目東部北地区において先行し てま ちづく り が進んでいま

す。  

 一方で本地区内は、十分な幅員の道路が少なく 、歩行者の安全性の確保

や車両動線の円滑化が課題と なっ ていま す。ま た、広場など のま と ま っ た

規模の空間がなく 建築物の老朽化や住宅と 工場が混在する など 、防災機能 

が不十分で、更に隣接する 白金商店街の連続性が欠けている など 市街地環

境の課題を 抱えた地区と なっ ていま す。  

こ のよ う なこ と から 、本地区は、港区ま ちづく り マス タ ープラ ンにおい

て、バリ アフ リ ー化を 先導的に図り 、細街路の拡幅整備や建物の耐震化に

よ り 安全性・ 防災性を 向上する と と も に、も のづく り 産業と 居住環境を 調

和さ せる 地区になっ ていま す。  

 そのため、 街区再編によ る 土地の集約化、 道路、 広場など の基盤施設の

整備・ 拡充によ り 市街地の整備水準を 高めま す。 ま た、 定住性の高い良質

な住宅の導入や、地域の賑わい軸である 白金商店街と 連携する 商業機能を

導入し 、 更に地域産業である 工場機能を適切に配置する こ と で、 住宅・ 商

業・ 工場など の機能が融合し た魅力ある 複合市街地を 形成し ていき ま す。 

 

２ これまでの主な経緯 

平成１ ８ 年４ 月 「 白金一丁目中地区ま ちづく り 研究会」 発足 

平成１ ９ 年７ 月 「 白金一丁目中地区再開発研究会」 へ改組 

平成２ ５ 年４ 月 「 白金一丁目西部中地区市街地再開発準備組合」 設立 

平成３ ０ 年７ 月 都市計画決定告示 

令和 ４ 年度  組合設立認可 
 

３ 今後のスケジュール（予定） 

令和 ５ 年度 権利変換計画認可 

令和 ７ 年度 工事着工 

令和１ ０ 年度 工事完了 

５ 施設建築物の概要（予定） 

 Ａ地区 Ｂ地区 

施行区域面積 約 1.6ha 

敷地面積 約 11,200 ㎡ 約 1,000 ㎡ 

建築面積 約 5,100 ㎡ 約 600 ㎡ 

延べ面積 約 98,000 ㎡ 約 2,000 ㎡ 

主要用途 
住宅、店舗、 

生活利便施設、駐車場 
工場、住宅、駐車場 

階数 地上 39 階 地下１階 地上 4 階 地下１階 

建築物の高さ 約 140ｍ 約 20ｍ 

 

位置図 配置計画（案） 

計画建物イメージ（南西方面より） 

N 

0           25          50ｍ 

N 

白金一丁目西部中地区の街づくりについて 

区画道路 2 号イメージ（南東方面より） 

古  川 

白金一丁目西部中地区 

（計画地） 

白金一丁目東地区 

（白金アエルシティ） 

地下鉄白金高輪駅 

（東京メトロ南北線・都営三田線） 

４ 整備する主な公共施設等 

種類 名称 面積 幅員 延長 備考 

道路 

区画道路 1 号 － 10ｍ 約 150ｍ 新設 

区画道路 2 号 － 10ｍ 約 130ｍ 拡幅 

区画道路 3 号 － 8ｍ 約 110ｍ 拡幅 

公園 広場 約 3,300 ㎡ － － 新設 

その他の公

共空地 

歩道状空地 1 号 － 2ｍ 約 130ｍ 新設 

歩道状空地 2 号 － 3ｍ 約 80ｍ 新設 

歩道状空地 3 号 － 5ｍ 約 120ｍ 新設 

歩道状空地 4 号 － 3ｍ 約 80ｍ 新設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白金一丁目東部北地区 

N 

※面積から車路部分の面積を除く 

※ 

凡  例 

地区計画区域 

再開発事業区域 

出典： 国土地理院ウ ェ ブサイ ト （ ht t ps : //www. gsi . go. j p/） ※基盤地図情報を 加工し て作成 
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https://www.gsi.go.jp/

